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聖
人
の
本
尊
に
就
て
は
今
や
法
仏
の
論
静
も
漸
く
収
り
、

勧
請
式
等
に
関
ナ
る
実
際
問
題
に
突
入
し
た
様
で
あ
る
υ

か
L
る
要
望
に
答

へ
た
の
が、

立
大
創
立
五
十
周
年
記
念
号
の
山
中
喜
八
氏
の

「
日
蓮
聖
人
蔓
茶
話
解
説
」
、
並
に
昨
年
末
の
望
月、

鈴
木
、
影
山、

Jネ

諸
氏
の
遺
文
中
心
の
研
究
（
崎
報
一

O
二、

一O
四）

で
、
聖
人
本
尊
K
関
す
る
研
究
は
粗
ぽ
尽
さ
れ
た
憾
で
あ
る
。
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翻
て
古
来
の
本
尊
論
を
見
れ
ば
観
如
透
師
の
本
尊
義
、
優
陀
那
輝
師
の
虞
略
弁
等
の
本
質
論
の
外
、
曇
に
島
智
良
師
に
依
て
編
輯
さ
れ

先
、
本
尊
論
資
料
の
身
延
（
三
二
一
〉
諸
山
（
七
O
）
両
編
に
百
数
篇
の
相
伝
が
あ
り
、
叉
其
の
中
に
は
諸
宗
、
三
秘
、
＝
一七
日
伝
、
宗
祖

本
仏
の
各
一

、
本
絵
、
立
像
の
各
二
の
外
は
大
半
が
本
尊
憂
茶
羅
の
相
伝
並
に
口
伝
で
、

モ
の
他
に
受
持
瀧
頂
に
関
ナ
る
数
篇
を
見
る

が
、
そ
れ
に
依
れ
ば
自
ら
聖
人
の
本
尊
が
憂
茶
羅
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
附
く
の
で
あ
る
o

就
中
憂
茶
羅
口
偉
中
に
胎
蔵
八
葉
九
尊
と

連
関
す
る
こ
篇
は
、
往
年
双
榎
学
報
所
載
の
小
林
日
華
師
の
「
大
憂
茶
薙
私
考
」
賓
と
共
に
聖
人
の
本
尊
の
研
究
に
対
ナ
る
何
等
か
の
示
唆

で
は
在
か
ら
う
か
o

何
と
な
れ
ば
聖
人
が
本
尊
の
造
像
に
就
て
市
に
『
木
絵
二
像
』
と
仰
せ
ら
る
L
と
と
は
、
勿
論
木
絵
の
両
様
式
を
容

認
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

若
し
木
像
と
し
て
は
弘
長
元
年
伊
東
感
得
の
随

身
仏
の
外
御
在
世
中
に
於
て
は
、

文
永
七
年
の
真
問

仏、

建
治
二
年
の
四
条
金
吾
、
弘
安
二
年
の
日
限
女
、
並
K
富
本
般
の
凶
菩
薩
造
立
か
見
ら
れ
る
が
、
開
宗
以
来
の
忍
難
の
御
生
涯
に
於



て
は
、
造
像
の
と
と
は
容
易
の
事
で
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
真
問
仏
の
文
永
七
年
は
更
に
考
へ
る
余
地
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。若

し
絵
像
に
在
て
は
未
だ
御
在
世
に
於
て
は
と
れ
を
聞
か
ぬ
故
に
、
随
っ
て
此
の
場
合
の
木
絵
は
紙
木
の
意
と
解
し
、
絵
と
は
憂
茶
羅

を
指
ナ
も
の
で
あ
ら
う
心
か
h

る
聖
人
の
憂
茶
縫
は
山
中
氏
蒐
集
の
，も
の
、
現
在
百
廿
三
幅
中
文
、永
二
五
、
建
治
二

て
弘
安
七
七
で
、

文
、
戒
に
於
て
も
十
年
七
月
の
佐
渡
始
顕
（
身
延
焼
失
）
以
前
に
、
文
、
水
八
年
十
月
の
立
本
寺
の
依
智
本
尊
を
始
め
と
し
て
八
幅
を
見
る
の

で
あ
る
の
随
っ
て
聖
人
の
本
尊
は
そ
の
殆
ん
ど
全
休
が
憂
茶
羅
本
尊
で
あ

っ
た
の

で
あ
る
。

さ
れ
ば
寓
代
亀
鏡
録
等
忙
憂
茶
羅
本
尊
は
折

伏
時
代
在
る
故
に
、
法
論
等
の
場
合
に
取
扱
が
簡
易
な
り
等
の
説
は
、
後
世
に
至
っ

て
造
像
本
尊
を
偏
仰
し
た
結
果
で
あ
ら
う
。

併
し
聖
人
自
ら
は
伊
東
の
御
難
以
来
、
常
に
自
ら
随
身
仏
を
奉
持
せ
ら
れ
た
の
に
も
拘
は
ら
や
、
経
王
御
前
等
に
授
与
せ
ら
れ
た
御
守

も
あ
っ
た
が
、

常
に
弟
子
摺
那
に
本
尊
と
し
て
憂
茶
羅
を
授
与
せ
ら
れ
、
且
つ
新
尼
御
前
御
返
事
に
見
る
如
く
、

『
経
文
の
ご
と
く
不
信
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の
人
に
わ
た
し
ま
い
ら
せ
歩
』

等
と
、
そ
の
受
授
が
厳
格
に
行
は
れ
た
と
と
は
、

と
れ
憂
茶
羅
を
本
尊
と
ナ
る
こ
と
が
、
聖
人
の
忍
雌
弘

通
に
直
接
に
関
係
し
も凡か
ら
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
羅
茶
憂
本
尊
が
聖
人
一
期
弘
通
の
綱
格
た
る
「
立
疋
安
国
論
」
の
主
張
に
基
く
か

ら
で
あ
る
0

・
勿
論
如
何
な
る
宗
教
に
し
て
も
個
人
の
安
心
立
命
党
る
生
命
の
依
恰
を
無
視
し
た
も
の
は
あ
り
得
な
い
が
、
就
中
聖
人
の
宗

教
は
個
人
よ
り
も
↓
へ
衆
の
安
心
立
命
を
主
眼
と
し
、

且
っ
そ
の
事
実
を
立
正
安
国
の
文
字
が
明
か
に
一不
ナ
処
で
あ
る
。
就
中
論
の
第
七
答

聞
に夫

国
は
法
に
依
て
昌
え
、
法
は
人
に
因
っ

て
貴
し
。
国
亡
び
人
減
せ
ば
仏
を
－散
が
白
木
む
べ
き
、
法
を
誰
が
信
や

J

ペ
き
や
。
先
づ
国
家
を

祈
り
て
須
ら
く
仏
法
を
立
つ
ぺ
し
。

と
述
べ
、
更
に
第
九
の
主
答
に
は



汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
、
速
か
に
実
乗
の
一
韮
口
に
帰
せ
よ
。

然
れ
ば
三
界
は
皆
仏
国
な
り
。
仏
国
其
れ
衰
ん
や
。
乃
至
土
に
破

壊
無
く
ん
ば
身
は
是
れ
安
全
に
し
て
心
は
是
禅
定
な
ら
ん
。

等
主
述
べ
ら
れ
し
如
く
、

一
論
の
主
張
は
国
土
の
成
仏
を
目
的
と
し
、
個
人
の
成
仏
は
全
く
附
随
的
に
取
扱
は
れ
た
様
で
あ
る
。

更
に
と
れ
を
広
く
五
六
部
の
中
に
見
れ
ば
、
関
目
紗
の

大
願
を
立
て
ん
日
本
国
の
位
を
ゆ
づ
ら
ん
‘
乃
至
我
日
本
の
柱
と
な
ら
む
、
眼
目
と
な
ら
む
、
大
船
と
な
ら
む
。

と
の
叫
び
は
、
上
行
の
再
誕
と
し
て
の
聖
人
の
大
闘
で
あ
っ
た。

若
し
本
尊
紗
に
は
所
期
を
『
本
時
の
浄
土』

と
述
べ
、

『
本
尊
為
休
』

と
憂
茶
羅
を
示
し、

最
後
に
安
国
論
の
二
難
を
挙
げ
て

此
時
地
洞
千
界
出
現
し
て

本
門
の
釈
尊
の
脇
士
と
な
っ
て

一
閤
浮
提
芳

一
の
本
尊
此
の
国
に
立
つ
ベ
し
。

と
述
べ
て
居
る
が
、

此
の
本
尊
と
は
在
世
霊
山
八
口
問

脱
益
の
貌
を
本
尊
と
し
て
、

之
れ
と
同

一
の
浄
土
の
末
法
実
現
を
意
味
す
る
も
の
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で
、
且
く
在
世
の
浄
土
に
寄
せ
て
一
閤
浮
提
第
一

の
本
尊
と
述
べ
た
も
の
で
、

先
の
文
に
『
彼
脱
此
棋
』
の
脱
の
意
で
な
く
、

全
く
末
法

の
種
の
脱
広
布
を
述
べ
た
文
で
、
今
の
本
尊
は
観
心
本
噂
末
法
脱
益
の
意
で
、
文
は
本
尊
で
も
本
門
の
戒
壇
の
成
就
を
密
表
し
た
文
と
解

ナ
べ
き
で
あ
る
。
更
に
撰
時
紗
は
最
後
に
安
国
論
に
依
る
三
度
の
高
名
を
述
べ
終
っ
て
、

日
蓮
が
法
華
経
を
信
じ
始
め
し
は
、

日
本
国
に
は

一
滴

一
微
麗
の
ご
と
し
。
法
華
経
を
二
人
三
人
十
人
百
千
寓
億
人
、
唱

へ
伝
う
る
な

ら
ば
、
妙
覚
の
須
禰
山
と
も
な
り
、

大
浬
興
の
大
海
と
も
な
る

べ
し
。

仏
に
な
る
通
は
此
よ
り
ほ
か
に
叉
も
と
む
る
事
な
か
れ
。

等
と
個
人
の
成
仏
は
四
海
帰
妙
忙
侠
つ
べ
き
乙
と
を
明
に
し
た
の
で
あ
る
。
若
し
最
後
の
報
恩
紗
に
は
天
台
伝
教
の
弘
通
せ
ざ
る
正
法
と

し
て
、
初
め
て
本
門
三
大
秘
法
を
明
か
に
し
、

日
本
乃
至
漢
土
月
氏
一
閤
浮
提
に
人
ご
と
に
有
智
川県
智
を
き
ら
は
や、

一
同
に
他
事
を
ナ
て
L
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
ふ
ベ
し
。
乃
至



日
蓮
が
惑
悲
膿
大
な
ら
ば
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
高
年
の
外
未
来
ま
で
も
流
る
ぺ

し。

等
と
四
、海
帰
妙
に
依
る
、
本
門
戒
壇
成
就
の
時
を
期
し
、

『
日
本
国
は
一
同
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
』

と
述
べ
ら
れ
て
居
る
。
随
っ

て

本
尊
紗
の

『
今
本
時
婆
婆
世
界
、

乃
至
所
ル
円
以
同
伝
』

の
四
十
五
字
の
具
体
的
相
貌
と
は
、
正
し
く
次
の

『
其
本
尊
為
ν
休
乃
至
表
一
｝
逃
仏

連
土
一
也
』
等
の
八
十
九
字
の
、

在
世
霊
山
脱
益
の
相
貌
を
示
図
し
た
る
畏
茶
羅
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
o

さ
れ
ば
か
L
る
在
世
脱
益
の

相
貌
を
末
法
に
於
け
る
妙
法
流
布
に
依
る
、
四
海
帰
妙
即
ち
国
土
成
併
の
亀
鑑
た
る
本
門
の
本
尊
と
し
て
止
揚
し
た
こ
と
は
、
乙
れ
全
く
立

正
宇
一国
の
主
張
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
如
説
修
行
紗
に
は
具
体
的
に
と
の
意
を
述
ペ
て

天
下
寓
民
諸
乗
一

仏
乗
と
成
て
、
妙
法
独
り
繁
昌
せ
ん
時
。
寓
民
一
同
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
奉
ら
ば
、
吹
く
風
枝
を
な
ら
さ

歩
、
雨
壊
を
砕
か
や、

代
は
義
農
の
世
と
な
り
て
、

今
生
に
は
不
鮮
の
咲
難
を
払
ひ
長
生
の
術
を
得
、

人
法
共
に
不
老
不
死
の
理
顕
は

れ
時
を
各
々
御
賢
ぜ
よ
。
現
世
安
穏
の
証
文
不
v
可
ν
有
ν
疑
者
也
。
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等
と
神
力
口
聞
に
減
後
の
如
説
修
行
は
悶
中
、
林
中
、
樹
下
、
僧
切
、
阪
野
を
隔
て
歩
、
悉
く
仏
陀
の
三
処
道
場
即
ち
寂
光
土
実
現
へ
の
懸

識
な
る
と
と
は
、以
上
の
諸
文
に
依
て
と
れ
を
知
る
と
と
が
出
来
よ
う
o

曾
て
綱
要
導
師
が
安
国
論
、本
尊
紗
、
修
行
紗
は
全
く
同
致
の
意

な
り
と
述
べ
ら
れ
た
の
も
全
く
と
れ
が
た
め
で
あ
る

U

若
し
富
士
門
流
に
戒
壇
本
尊
の
義
が
あ
る
が、

と
れ
を
戒
壇
勧
請
と
解
す
る
は
訣

で
、
末
法
に
実
現
さ
る
べ
き
浄
土
、
即
ち
戒
壇
の
相
貌
と
し
て
の
本
尊
の
意
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

二、

本

尊

の

，惰

オー日
＇＂＇、

を
基
本
と
し
た
と
と
は
い
ふ
迄
も
な
く
、
況
や
法
華
経
の
行
者
を
以
て
任
じ
た
聖
人
と
す
れ
ば
、
法
華
経
の
宗
教
的
理
想
の
実
現
に
あ
っ

上
述
の
如
く
聖
人
本
尊
の
本
質
は
、
今
日
人
類
の
理
想
が
恰
か
も
文
化
国
家
、

世
界
平
和
を
標
傍
ナ
る
如
く
、
国
土
成
仏、

社
会
福
祉



も
ん
と
と
も
い
ふ
迄
も
在
い
。
き
れ
ば
か
i
h

る
理
想
を
実
現
ナ
る
目
標
た
る
本
尊
は
、
果
し
て
如
何
様
の
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
に
む
か

L
る
構
想
の
最
初
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
立
応
元
年
五
月
の
唱
法
華
題
目
紗
に
於
け
る
本
尊
並
に
そ
の
行
儀
で
あ
っ
た
。
同
紗
に
は
法
華

信
者
の
本
尊
並
に
行
儀
と
し
て

矛
？
に
本
尊
は
法
華
経
八
巻
一
巻
一
品
、

或
は
題
目
を
書
て
本
尊
と
可
v
定、

法
師
品
並
に
神
力
品
に
見
え
た
り
。

叉
た
へ
た
ら
ん
人

は
鰐
迦
如
来
多
宝
仏
を
書
て
も
、
造
て
も
法
華
経
の
左
右
に
可
ν
奉
ν
立
v
之。

又
た
へ
た
ら
ん
は
十
分
の
諸
仏
普
賢
菩
薩
等
を
も
っ
く

り
か
き
た
て
ま
つ
る
ベ
し
。

行
儀
は
本
尊
の
御
前
忙
し
て
必
坐
立
行
な
る
ぺ
し
。
出
ご道
場
日行
住
坐
臥
を
え
ら
ぷ
べ
か
ら
歩
。

常
の
所
行
は
題
目
を
南
無
妙
法
蓮
華

経
と
唱
ベ
し
。
た
へ
た
ら
ん
人
は
一
倍
一
伺
を
も
可
v
奉
ν
読
。
助
縁
に
は
南
無
樺
迦
牟
尼
仏
多
宝
仏、

十
分
諸
仏

一
切
の
諸
菩
薩
二
乗

天
人
竜
神
八
部
等
心

K
随
ベ
し。

愚
者
多
き
世
な
れ
ば
一

念
三
千
観
を
先
と
せ
や

J

、
其
志
あ
ら
ん
人
は
必
ホ
ノ習
学
し
て
可
ν
観
ν
之
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等
と
本
尊
に
先
づ
法
師
口m
に
依
て
一
部
乃
至
一

品
、
神
力
品
に
依
て
題
同
を
掲
げ
、
次
に
釈
迦
多
宝
、
又
衣
に
諸
仏
菩
薩
を
列
ね
o

若
し

そ
の
行
儀
と
し
て
は
、
先
づ
闇
目
、
共
に
読
一前
、
後
に
助
縁
と
し
て
名
号
を
掲
げ
。
天
台
の

一
念
三
千
観
は
末
法
の
愚
者
に
は
特
別
の
行

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
居
る
口

今
か
t
s

る
本
尊
行
儀
に
見
る
に
本
尊
は
先
づ
法
華
経
又
は
題
目
、
行
儀
も
亦
題
白
で
あ
る
。
さ
ら
ば
先
の
本
尊
の
中
能
生
能
詮
の
法
華

経
と
所
生
所
詮
の
題
目
と
は
何
れ
を
取
る
べ
き
か
と
い

へ
ば
、後
年
本
尊
問
答
鍛
に
は
法
華
経
を
以
て
天
台
の
法
華
三
昧
の
本
尊
と
し
、未

代
悪
世
の
凡
夫
の
本
尊
と
し
て
『
法
華
経
の
題
闘
を
以
て
本
尊
と
す
べ

し
』
と
判
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
随
っ
て
唱
題
紗
の
構
想
の
第

一
一
は
末
法
の
本
尊
行
儀
は
共
に
一
往
題
目
を
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
D

か
〈
て
全
年
七
月
立
正
安
国
論
を
出
し
て
、

三
界
仏
国
実
現
の
必
須

僚
件
と
し
て
も
、

『
実
乗
の
一
善
』

と
法
華
経
或
は
題
目
を
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
弘
長
三
年
伊
東
御
流
罪
中、

『
海
中
い
ろ



く
づ
出
現
の
仏
休
』
を
以
て
、
盛
点
実
成
の
仏
陀
を
な
し
、

一
念
＝
一
千
生
仏
一

体
の
義
に
寄
せ
て
『
一
念
コ
一千
の
仏
と
申
ナ
は
法
界
の
成

仏
と
云
事
に
て
候
ぞ
』
と
行
儀
に
は
触
れ
や
一
念
三
千
に
依
る
法
界
成
仏
を
期
し
た
の
は
、

と
れ
自
ら
安
国
論
の
三
界
仏
国
の
意
に
外
在

ら
ぬ
の
で
あ
る
．

若
し
昭
和
定
本
は
文
永
＝
一
年
に
境
紗
庵
目
録
等
の
如
く
、
益
口
無
畏
紗

（
逗
子
尼
書

J

を
系
げ
て
居
る
が
、
全
書
に
は
大
日
経
義
釈
並
に

観
智
儀
軌
の
多
宝
仏
不
二
大
日
等
、
覚
禅
紗
（
聖
人
誕
生
五
年
、
お
一取
締
の
覚
禅
禦
）

の
法
華
秘
棋
（
仏
全
、

四
六
）
等
見
ゆ
る
如
き
説

を
見
る
外
、

『
此
法
門
誘
法
の
根
本
也
』

等
と
真
一言
破
を
見
る
点
等
か
ら
は
、
文
永
九
年
以
後
に
系
け
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
若
し
女
永
七
年

の
無
畏
三
蔵
紗
に
は

日
本
国
の
念
仏
大
体
留
り
了
ぬ
、
乃
至
当
世
の
高
僧
真
言
師
等
は
・
；
・
！
手
に
印
を
結
び
口
忙
真
言
は
請
す
れ

E
も
、
其
の
心
中
忙
は
義

理
を
弁
へ
る
事
・なし。

末
代
悪
世
の
愚
人
は
念
仏
等
の
難
行
易
行
等
を
ば
描
て
、

一
向
に
法
華
経
の
題
目
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ

6 

給
ふ
ベ
し
。

ム
」唱
題
紗
と
同
様
の
行
儀
を
述
．
へ

::X 
re. 

真
一ず一円師
等
大
日
如
来
を
御
本
尊
と
定
め
釈
迦
如
来
を
下
し
、
念
仏
者
等
が
附
嫡
陀
仏
を
一
向
に
持
て
釈
迦
如
来
を
描
た
る
も
、
教
主
騨

尊
の
比
丘
比
丘
尼
也
。
元
組
の
誤
を
伝
来
る
な
る
ペ
し
。
此
の
釈
迦
如
来
は
三
の
故
ま
し
ま
し
て
、
他
仏
に
か
は
ら
せ
給
ひ
て
、
婆
婆

世
界
の
一
切
衆
生
の
有
縁
の
仏
と
在
り
給
ふ

大
賞
世
尊
は
我
等
が
尊
主
也
、
先
づ
御
本
尊
と
定
む
べ
し
。
乃
至
必
先
づ
釈
尊
を
木
画

の
像
に
顕
は
し
て
御
本
尊
を
定
め
さ
せ
給
ひ
て
‘
其
後
力
お
は
し
ま
さ
ば
禰
陀
等
の
位
仏
に
も
及
ペ
し

等
と
先
づ
主
師
親
三
徳
に
寄
せ
て
、
唱
題
紗
の
第
二
義
の
上
に
釈
尊
本
尊
説
を
注
し
、
更

K
芳
三一義
忙
も
触
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
聖
人
は
佐
前
に
於
て
は
、
大
休
釈
迦
を
本
尊
、
題
目
そ
の
行
儀
と
祖
ぽ
定
め
た
が
、
此
に
唱
題
紗
の
構
想
の
最
初
の
法
師



ロ
m
K
拠
る
法
華
経
本
尊
、

神
力
口
聞
に
拠
る
題
目
本
尊
と
後
の
釈
尊
本
尊
説
と
は
自
ら
人
法
の
別
を
生
じ
、
随
ヲ
て
往
年
見
た
る
如
き
聖
人

の
本
尊
に
人
法
論
を
生
ナ
る
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

と
れ
は
同
じ
法
華
経
で
は
あ
る
が
、

既
に
本
尊
紗
に

『
在
世
本
門
末
法
之
初
一
同

純
同
組
彼
脱
此
種
也
。
彼
一
品
二
半
此
倒
閣

H
五
字
也』

等
と
指
摘
せ
る
如
く

釈
尊
所
説
の
法
華
と
聖
人
付
嘱
の
法
華
と
は
自
ら
別
で

た
く
し
て
は
在
ら
ね
。

と
れ
を
明
に
し
た
の
は
佐
渡
還
流
K
依
る
上
行
の
開
臥
で
あ
り
、

最
初
に
と
れ
を
明
示
に
し
た
の
か
佐
渡
才

一
書

党
る
文
永
八
年
十
一
月
の
富
木
入
道
殿
御
返
事
で
あ
る
。

即
ち
同
書
に

仏
減
後
二
千
二
百
余
年
に
月
氏
漢
土
日
本
一
悶
浮
提
の
内
K
、
天
親
竜
樹
返
内
鑑
冷
然
外
適
時
宜
云
々
。
天
台
伝
教
は
組
釈
し
給

へ

ど
も
、
弘
ニ
残
之
ニ
大
事
の
秘
法
を
此
国
に
初
め
弘
レ
之
、

日
蓮
宣
非
一
一
其
人
一
乎
。
経
云
有
四
導
師

一
名
上
行
云
々

と
述
べ
ら
れ
も
ん
る
如
く
、
聖
人
末
法
弘
通
の
法
華
経
と
は
神
力
別
付
の
結
要
因
伺
の
一
大
秘
法
た
る
妙
法
五
字
で
あ
り
、
書
量口
聞
に

『
此

大
良
薬
色
香
美
昧
皆
悉
具
足
』

『
日
疋
好
良
薬
今
留
在
此
』
等
と
説
け
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
聖
人
は
か
L
る
神
力
別

7 

付
の
要
法
た
る
法
華
経
を
以
て
、
末
法
の
重
病
を
治
ナ
る
仙
薬
と
呼
ん
で
、
専
ら
題
目
の
修
行
を
説
か
れ
た
所
以
で
あ
る
。
き
れ
ば
翌
年

一
一
月
の
最
蓮
房
へ
の
草
木
成
仏
口
決
忙
は
、

か
L
A

る
詩
且
互
の
良
薬
売
る
法
華
経
を
以
て

一
念
三
千
妙
法
五
字
と
な
し

当
世
の
習
ひ
そ
と
な
い
の
学
者
ゆ
め
に
も
し
ら
ざ
る
法
門
也
。
天
台
妙
導
楽
伝
教
内
に
は
か

Y

み

さ
せ
給
へ
ど
も
ひ
ろ
め
給
は
や
、

一
色
一
香
と
の
L
し
り
惑
耳
驚
心
と
さ
L
や
き
給
て
、
妙
法
蓮
華
と
云
ふ
べ
き
を
同
頓
止
観
と
か

へ
さ
せ
給
き
．

等
と
述
べ
ら
れ
て
、
佐
前
忙
専
ら
末
法
下
粧
の
要
法
た
り
し

一
秘
の
妙
法
は
、
佐
後
に
至
っ
て
色
香
味
の
三
秘
の
開
展
を
見
、
漸
く
熟
益

の
色
香
と
し
て
の
本
尊
と
行
儀
と
を
分
別
す
る
に
至
り
、

一
秘
の
妙
法
五
字
は
色
香
の
閣
制
本
尊
の
二
法
と
な
り

草
木
に
も
成
り
給
へ
る
。

需
畳
一口
聞
の
釈
尊
也
、
経
一
式
如
来
秘
密
神
通
之
力
云
々
。

法
界
は
釈
迦
如
来
の
御
身
に
非
歩
と
云
事
な
し
，
乃

至
一
念
三
千
法
門
を
ふ
り
ナ
主
ぎ
た
て
た
る
大
畏
茶
羅
な
り
。



等
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、

き
れ
ば
同
年
九
月
四
条
金
吾
殿
御
返
事
に
は

日
蓮
が
弘
通
す
る
法
門
は
せ
ま
き
や
う
在
れ
ど
も
は
友
は
だ
ふ
か
し
、
其
故
は
彼
の
天
台
伝
教
等
の
所
弘
の
法
よ
り
一
重
立
入
先
る
故

也、

本
門
書
景
品
の
三
大
事
と
は
是
也
。

等
と
誇
畳
一の
良
薬
の
色
香
味
を
、
恐
ら
く
天
台
の
三
重
七
箇
の
中
の
法
華
深
義
の
、

同
教
三
身
、
寂
光
土
義
、
蓮
華
因
果
の
意
に
寄
せ
て
、

一一
一大
事
と
本
門
の
一一一
秘
を
密
表
せ
ら
れ
、
神
力
別
付
の
妙
法
の
上
に
色
の
題
自
の
外
に
香
の
本
尊
た
る
大
鐘
茶
羅
の
二
法
を
見
る
に
至

っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
味
の
戒
壇
は
晩
年
を
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
神
力
別
付
の
一
秘
妙
法
五
字
の
良
薬
が
色
香
味
の
効
能
を
起
ナ
に
就
て
は
、
女
、水
十
年
五
月
の
義
浄
房
御
書
に

蕎
景
品
の
法
門
は
日
蓮
が
身
に
取
て
た
の
み
あ
る
こ
と
ぞ
か
し
。
天
台
伝
教
等
も
組
し
ら
せ
給

へ
ど
も
、
言
に
出
し
て
宣
ベ
給
は
や

J

、

竜
樹
天
親
等
も
亦
如
v
日疋
0

需
回一吾
川
の
自
我
備
に
云
『
一
心
欲
見
仏
、
不
自
惜
身
命
』
云
々
。
日
蓮
が
巳
心
の
仏
界
を
此
の
文
に
依
て

8 

顕
ナ
也
。
其
故
は
蕎回一一

川
の
事
の
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
を
成
就
せ
る
事
此
経
文
な
り
。

等
と
、
一
秘
の
妙
法
は
不
借
身
命
の
信
の
発
動
に
依
り
即
ち
妙
法
を
南
無
ナ
る
こ
と
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
ム
」
在
る
こ
と
に
依
て
要
法

の
五
字
は
法
界
を
体
相
と
す
る
『
草
に
も
木
に
も
成
る
仏
』
た
る
大
憂
羅
茶
と
も
た
り
、

ま
た
こ
れ
に
対
ナ
る
行
儀
の
題
目
と
も
な
り
、

更
に
所
期
の
仏
果
、
売
る
戒
壇
と
も
在
っ
た
の
で
あ
る。

か
L
る
不
惜
身
命
の
南
川
県
即
ち
信
こ
そ
、

と
れ
正
し
く
本
門
の
妙
戒
た
る
本
円
戎

で
、
教
行
証
御
書
に
は
矢
張
、

要
法
の
五
字
に
寄
せ
て
本
円
戒
が
説
か
れ
て
居
る
。
さ
れ
ば
撰
時
紗
に
大
集
経
の
白
法
隠
設
の
後
に
、

法

華
経
の
肝
心
売
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
大
白
法
の
広
布
ナ
ぺ
き
と
と
を
述
べ
て
、

例
せ
ば
神
力
口
聞
の
十
神
力
の
時
、

十
方
世
界
の
一
切
衆
生
一
人
も
な
く
、
婆
婆
世
界
に
向
っ
て
大
音
声
を
は
な
ち
て
、
南
無
釈
調
牟
尼

例
南
無
釈
迦
牟
尼
悌
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
南
無
妙
法
薩
華
経
と
一
向
に
さ
け
び
し
が
如
し



と
は
、

一
秘
の
妙
法
は
五
字
で
あ
る
が
、
信
楽
に
依
て
七
字
と
な
れ
ば
題
目
と
同
時
に
本
尊
と
も
な
る
所
以
を
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三、

構

想

と

開

目

紗

以
上
忙
依
て
唱
題
般
の
構
想
た
る
、
末
法
の
本
尊
と
行
儀
は

一
牲
共
に
題
目
を
以
て
表
現
せ
ら
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
由
来
神
力
別
付

の
要
法
は
と
れ
法
華
経
の
五
玄
結
要
の
法
で
あ
る
が
、

七
字
の
闇
目
は
不
惜
身
命
の
南
無
を
媒
介
と
し
て
、

『慧
光
照
無
量
、
害時
命
無
数

劫
、
久
修
業
所
得
、
乃
至
毎
自
作
是
念
』

の
本
悌
と
も
在
る
故
に
、

御
義
口
伝
に
題
目
を
以
て
『
無
作
三
身
の
宝
号
』
と
説
け
る
如
く、

露
目
亙
本
併
の
称
号
忙
外
在
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
妙
法
蔓
茶
羅
供
養
に
は

妙
法
薩
華
経
の
御
本
尊
供
養
候
。
此
憂
茶
薙
は
文
字
は
五
字
七
字
に
て
候
へ
ど
も
、
三
世
諸
仰
の
御
師
、
乃
至
生
死
海
の
船
也
、
成
悌

得
道
の
導
師
也
。
此
大
量
茶
羅
は
柳
誠
後
二
千
二
百
二
十
余
年
之
内
未
だ
ひ
ろ
ま
ら
せ
給
は
歩
、
重
病
に
は
仙
薬
を
あ
た
う
ぺ
し

9 

と
も
、
亦
諸
法
実
相
紗
に
は

法
界
の
ナ
が
た
妙
法
蓮
華
経
五
字
に
か
は
る
事
な
し
、
釈
迦
多
宝
の
二
仰
と
云
ふ
も
、
妙
法
五
字
よ
り
用
の
利
益
を
施
し
給
ふ
時
、
事

相
に
二
仰
と
顕
は
れ
て
宝
塔
の
中
に
し
て
う
な

e

つ
き
合
ひ
給
ふ
。
乃
至
、

さ
れ
ば
釈
迦
多
宝
と
一式
ふ
も
用
の
例
也
、
妙
法
蓮
華
経
と
そ

本
併
に
て
は
御
座
候

へ
。
経
云
『
如
来
秘
密
神
通
之
力
』
是
曲
、
乃
至
一
間
浮
提
芳

一
の
御
本
尊
を
信
じ
さ
せ
給
へ

と
も
説
き
。

更
に
新
尼
御
前
御
返
事
に
は

此
の
御
本
尊
は
教
主
釈
尊
五
百
腫
点
劫
よ
り
、
心
中
忙
を
さ
め
給
ぴ
、

世
に
出
現
せ
さ
せ
給
び
て
も
四
十
余
年
、
其
後
叉
法
華
経
の
中

に
も
逃
門
は
せ
ナ
ぎ
て
、
宝
塔
品
よ
り
事
を
ζ

り
て
寺
景
品
に
説
き
顕
し
、
神
力
口
同
属
累
に
事
極
り
て
候
し
が
、

J
J

・
－
上
行
菩
薩
等
を

請
出
品

K
召
し
出
さ
せ
給
ひ
て
、
法
華
経
の
本
門
の
肝
心
た
る
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
ゆ
づ
ら
せ
給
。
て
、

あ
な
か
し
と
あ
な
か
し



と
、
我
減
度
の
後
正
法
一

千
年
像
法

一
千
年
に
弘
通
ナ
べ
か
ら
十
。
末
法
の
始
に
；
：
：
此
五
字
の
大
憂
茶
羅
を
身
に
帯
し
、
心
に
存
せ

ば
諸
王
は
国
を
扶
け
寓
民
は
難
を
の
が
れ
ん

等
と
何
れ
も
末
法
付
属
要
法
た
る
一
秘
の
五
字
或
は
七
字
に
寄
せ
て
－

本
門
の
本
尊
た
る
大
憂
茶
雑
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
文
永
十
年
七
月
八
日
古
来
佐
渡
始
顕
ハ
身
延
曾
蔵
、
絹
地
長
五
尺
八
寸
二
分
、
巾
二
尺
六
寸
一
分
、
遠
消
日
亨
模
写
、
御
本
尊

写
真
帳
）
以
前
の
憂
茶
阿
維
は
山
中
氏
「
御
本
尊
目
録
」
に
依
れ
ば
、

文
永
八
年
十
月
の
京
都
立
本
寺
の
首
閤
二
明
王
を
始
め
、
文
永
九
年

六
月
の
京
都
妙
法
寺
、
京
都
本
能
寺
、

小
泉
久
遠
寺
r

崎
報
一

O
二
の
一
、

一
八、

一
九
）
、
三
保
本
成
寺
、
巣
鴨
本
妙
寺
、
京
都
頂
妙

寺
の
六
幅
は
首
題
二
仏
二
明
王
の
同
一
勧
請
式
、
次
で
第
八
の
平
賀
本
土
寺
（
無
年
令
）
二
例
二
明
王
外
右
に
智
積
十
羅
剰
、
左

K
普
賢

文
殊
、
鬼
子
母
神
．
更
に
讃
文
と
し
て
妙
楽
輔
行
の

『
当
地
身
土
の
』
の
文
を
添

へ
給
へ
る
。
通
称
一

念
三
千
御
本
尊
口崎
報
企
上
、
六
）

等
は
、
恐
ら
く
上
述
の
所
謂
妙
法
五
字
七
字
の
大
量
茶
羅
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
就
中
最
後
の
憂
茶
羅
は
そ
の
通
称
よ
り
、
文
、来
九

・ 10

年
の
草
木
成
悌
口
決
の
『
一
念
三
千
の
法
門
を
ふ
り
ナ
L
ぎ
た
て
た
る
大
憂
茶
羅
』

が
想
見
さ
れ
る
が
、
恐
ら
く
士
、水
十
年
の
平
賀
の
本

噂
等
K
相
当
す
る
も
の
で
は
在
か
ら
う
か
。

上
述
の
如
く
一一一秘
の
二
法
た
る
本
尊
即
ち
憂
茶
羅
と
行
儀
の
題
目
と
は
神
力
別
付
の
一
大
秘
法
売
る
妙
法
五
字
を
七
字
の
固
目
と
し
て

表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
教
行
証
御
書
K
依
れ
ば

此
法
華
経
の
本
門
の
肝
心
妙
法
蓮
華
経
は
、
＝
一世
の
諸
併
の
高
行
寓
善
の
功
徳
を
集
め
て
為
二
五
字
－
、
此
五
字
の
内
に
宣
不
ν
納
一
一
高
戒

功
徳
一乎

等
と
本
門
の
妙
戒
も
亦
五
字
を
以
て
表
現
す
る
が
、
若
し
唱
題
紗
の
二
法
を
明
に
し
た
の
は
開
目
紗
で
あ
ら
う
。
関
白
紗
は
古
来
本
尊
紗

忙
対
し
て
人
開
顕
の
御
書
と
呼
ば
れ
て
居
る
が
、

乙
れ
は
正
し
く
神
力
口
聞
に
於
て
別
付
せ
ら
れ
売
る
、
末
法
の
法
華
経
の
行
者
の
人
格
を



明
に
し
た
か
ら
で
あ
る
し
か
く
本
紗
に
末
法
の
導
師
を
明

K
ナ
る
と
同
時
に
、

そ
の
付
蝿
せ
ら
れ
た
る
末
法
所
弘
の
二
法
を
も
、
併
せ
て

明
忙
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
開
目
般
に
は
最
初
に
先
づ
五
重
相
対
に
約
し
て
、
内
外
大
小
権
実
本
迩
に
失
で
教
観
相
対
に
就
て

但
此
経
に
二
箇
の
大
事
あ
り
、
倶
舎
宗
成
実
宗
律
宗
、
法
相
宗
三
論
宗
等
は
名
を
も
し
ら
や
J

、
華
厳
宗
と
真
言
宗
と
の
こ
宗
は
倫
に
盗

で
自
宗
の
骨
同
と
せ
り
。

一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寺
田
一
吾
川
の
女
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
間
樹
天
親
知
て
し
か
も
い
ま
だ

ひ
ろ
い
い
だ
さ
歩
、
但
我
が
天
台
智
者
の
み
と
れ
を
い
柁
け
り
。

等
と
末
法
所
弘
の
法
体
た
る
寺
景
品
の
是
好
良
薬
を
以
て
、
等
量
女
底
の
一
念
三
千
の
秘
法
と
な
し
、
以
で
開
教
以
来
の
如
説
の
弘
通
を

述
べ
、

『
い
よ
／
＼
重
科
に
沈
む
、

還
て
此
事
を
計
り
み
れ
ば
、
我
身
の
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
』

の
疑
問
に
対
し
、
勧
持
品
二

十
行
の
備
に
依
て
と
れ
証
し
、
方
便
口
m
の
略
開
三
顕
一

の
文
を
以
て

一
念
三
千
の
典
拠
と
な
し
、

共
で

『
欲
聞
百
六
足
道
』

の
文
を
出
し

文
の
心
は
四
昧
三
教
四
十
余
年
の
間

い
ま
売
き
か
ざ
る
法
門
を
う
け
給
は
ら
ん
と
請
せ
り
。
此
文
に

『欲
聞
具
足
道
』

と
申
ナ
は
、
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↓
人
経
に
云

『
薩
者
名
一
一
具
足
義
一
』
等
云
々
。
相
川
…
依
無
得
四
論
玄
義
記
云
『
妙
者
訳
一式
二
ハ
、
胡
法
以
ν
六
為
一一
具
足
義
一
也
』
等
云
々
。
吉

蔵
疏
一
五
『
妙
者
翻
為
ニ
具
足
一
』
等
云
々
。
天
台
玄
義
八
云
『
薩
者
党
語
此
翻
レ
妙
也
』
等
云

々
、
竜
獄
菩
薩
大
智
度
論
千
巻
の
肝
心
云
『
薩

者
六
也
』
等
一五
々
、
妙
法
薩
華
経
と
申
は
漢
語
也
。
月
氏
に
は
薩
達
磨
分
陀
利
伽
蘇
多
撹
と
申
ナ
。
一
番
無
畏
三
蔵
の
法
華
経
の
肝
心
真

言
一
耳
切
削
E
5
2日
g
u
lgιbugmg－
帰
命
普
例
陀
、
o
自
・
三
身
如
来
、
ー
印
自
由
げ
・
開
示
悟
入
、

ω同叶〈印門山口門凶円山町戸山

一
切
併
、

ロ
E凶

片山印知

l
m
M
W
3
5
百
V

見

官
官
民
1
S
2釦
｜
如
虚
空
性

、

EMaω
巴
・
離
島
相
也
、

的問。門呂田叶目
ω
正
法
也
、

E
3
t「
F
E白
蓮
華

m
h
円
同
日
目
・
経

d
E
F

入、

吉
日
遁
．

〈
向
日
位
、

v
o
v
歓
喜
、

S
3
2
堅
固、

E
E
S目
印
口
一
一
擁
護
、
吉
日
空
川
県
相
無
胸
、

ω
hrg
一

決
定
成
就
（
静
然
竹
林
紗
一
五
H
大
正
七
六
、
覚
禅
紗
H
悌
全
四
六
、
諸
尊
真
吾
一
口
伺
義
紗
、
小
野
仁
海
真
言
集
等
に
見
ゆ
）
此
真
言
は

南
天
竺
の
鉄
塔
の
中
の
肝
心
の
真
言
也
（
行
林
の
釈
後
に
出
ナ
）



等
と
述
べ
。
右
の
大
経
等
の
二
経
二
論
二
釈
の
六
文
に
寄
せ
て
、
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
六
度
高
行
、

十
界
具
足
、

一
代
の
肝
心
一
、

一
念

＝
一千
の
大
綱
骨
髄
・
即
ち
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
を
以
て
、
神
力
別
付
の
如
来
秘
密
神
通
之
力
の
法
華
真
言
の
意
を
釈
成
し
て
行
儀
の

要
法
も
ん
る
本
門
の
題
目
と
在
し
。

共
に
下
巻
に
至
っ
て
寺
u
E
品
の
『
然
善
男
子
我
実
成
併
以
来
』
の
文
を
引
き
、
華
厳
、
阿
舎
、
浄
名
、
大
集
・
大

目
、
仁

王
、
無
量

義
、
方
便
等
の
女
を
引
き
、
右
寄
量
の
文
を
以
て

一
一ず一口に大
虚
妄
な
り
と
や
ぶ
る
文
な
り
、
此
過
去
常
顕
は
る
時
諸
倒
皆
釈
尊
の
分
身
な
り
。
乃
至
等
賞
品
を
し
ら
ざ
る
諸
去
の
者
は
畜

に
同
じ
不
知
恩
の
者
在
り

等
と
説
き
、
前
来
の
諸
紗
K
見
へ
し
本
尊
憂
茶
羅
と
し
て
の
五
字
七
字
は
、

正
し
く
こ
れ
本
門
の
本
尊
た
る
寺
量日
間
の
釈
尊
な
る
意
を
明

' 12 ・・・

か
し
。
か
L

る
本
尊
と
モ
の
行
儀
た
る
題
目
の
二
法
を
以
て
、
末
法
に
悌
国
建
立
の
行
法
た
る
所
以
の
根
祇
を
論
証
し

具
に
は
立
正
安
国
論
に
か
ん
が
へ
た
る
が
如
し
。
証
ナ
る
所
天
も
す
で
給
へ

、
諸
難
に
も
あ
え
身
命
を
朗
と
せ
ん
《
乃
至
犬
願
を
立

ん
、
日
本
国
の
位
を
ゆ
づ
ら
ん

等
と
上
行
再
誕
と
し
て
、

三
界
悌
国
の
浄
土
建
立
の
三
大
誓
願
を
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
本

尊

紗

ι 
本

尊

の

帰

結

か
く
て
か
L
る
末
法
弘
通
の
本
門
の
本
尊
と
、

八
宗
の
本
尊
と
の
相
違
を
明
に
し
た
の
が
、
関
白
砂
に
次
ぐ
文
永
九
年
の
八
宗
違
目
紗

で
あ
る
。
全
紗
に
は
先
づ
文
伺
九
の
『
側
於
ニ三
世
一等
有
二
三
身
一
、
於
ニ諸
教
中
一秘
v
之
不
v
伝
』
の
女
を
引
き
詩
量
の
本
側
は
法
報
応
三



身
具
足
ナ
る
と
と
を
明
か
に
し
、

且
っ
か
L
る
三
身
は
元
と
れ
＝
一因
悌
性
に
依
る
と
な
し
、
先
づ
衆
生
の
悌
性
に
就
て

小
乗
不
レ
論
一
一
例
性
有
無
－
。
華
厳
方
等
般
若
大
日
経
等、

衆
生
本
有
一一
正
因
併
性
－無
二了
因
縁
図
、
法
華
経
自
本
有
二三
国
側
性
二
女

等
と
述
べ
、
先
づ
例
陀
の
主
師
親
三
徳
を
以
て
法
報
臆
の
三
身
如
来
と
な
し
。
八
宗
中
倶
舎
成
実
律
の
三
宗
は
釈
迦
応
身
を
本
尊
と
し
、

何
十
一式
正
因
悌
性

（法
身
性
也
）
通
二
五
本
当
二

縁
了
悌
性
種
子
本
有
非
v
適
ν
今
也

華
厳
三
論
法
相
の
三
宗
も
釈
尊
を
本
尊
と
す
る
も
常
住
の
悌
身
に
非
ら
や
と
な
し、

真
言
の
六
日
法
身
に
は
釈
迦
と
同
体
異
体
の
義
あ
り

と
な
し
、
浄
土
宗
は
嫡
陀
本
尊
と
な
す
等
と
八
宗
の
本
尊
を
掲
げ
、
就
中
華
厳
、
真
言
の
本
尊
に
就
て
、
蓮
華
一一一味
経
、
大
日
経
義
釈
、

華
厳
経
等
を
引
き
、
二
宗
の
本
尊
も
或
は
法
身
常
住
は
説
く
も
三
身
の
常
住
は
説
か
や
、
独
り
天
台
の

一
念
三
ヰ
の
み
衆

生

の
三
悶

桝

性
、
悌
陀
の
三
身
を
説
く
所
以
を
明
に
し
。
女
の
観
心
本
尊
紗
に
於
て
三
秘
の
二
法
に
寄
せ、

受
持
譲
与
に
依
る
我
等
の
成
仰
を
明
ナ
棋

拠
と
し
た
の
で
あ
る
。
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さ
れ
ば
文
永
十
年
四
月
の
観
心
本
尊
紗
は
、

送
状
に
『
日
蓮
賞
身
大
事
』
と
も
『
例
滅
後
二
千
二
百
ご
十
余
年
未
ν
有
一一此
書
之
心
－』
と
も

述
べ
ら
る
t
h

如
く
、
別
付
の
妙
法
の
行
法
に
就
て
そ
の
行
儀
と
本
尊
と
を
最
も
明
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
紗
は
最
初
に
止
観
の
－
念

三
千
の
出
処
に
就
て
八
問
答
に
依
て
こ
れ
を
明
し
、
衣
で
九
十
の
二
問
答
に
於
の
百
県
千
如
と
一

念
コ
一千
の
別
を
判
じ
、
木
絵
二
像
の
本

尊
は
全
く
一
念
三
千
に
依
る
と
と
を
述
べ
。
更
に
教
主
釈
尊
の
実
在
を
証
ナ
る
は、

全
く
本
門
の

一
念
三
千
に
あ
り
と
な
し
、
華
版
、
仁

王
、
金
剛
般
若
の
三
経、

起
信
、
唯
識
の
二
論
を
掲
げ
て
、
日
疋
等
に
は
未
売

一
念
三
千
を
明
さ
や
と
説
き
ロ
更
に
華
厳
経
の
一一
一無
叫んが－
別、

並
に
大
日
経
の
審
畳
一最
深
秘
処
等
と
説
く
華
厳
真
言
の
二
宗
も
、
弘
法
の
二
教
諭
に
指
摘
せ
る
如
く
、
全
く
静
盗
醍
醐
の
戯
諭
に
外
な
ら

ホJ
と
な
し
。

無
田
市
義
観
普
賢
の
文
忙
寄
せ
て
、

一
念
三
千
本
有
の
三
囚
忙
依
る
有
情
成
併
、
木
絵
像
の
開
眼
の
根
撮
を
明
か
に
し
。

十

界

衆
生
の
成
悌
は
全
く
一
念
ご一
千
の
妙
法
に
在
り
と
な
し
、
先
づ
無
回一民
義
経
の

『
雄
ν
未
ν
得
v
修
－一
行
六
波
羅
蜜
二

六
波
羅
蜜
自
然
在
前
』
の



女
を
引
き
、

法
華
の
一
念
信
解
受
持
の
義
と
な
し
。
次
で
既
に
開
制
紗
に
題
目
を
以
て
寓
竹
具
足
の
真
一言
な
る
意
を
釈
成
せ
る
、
法
華
浬

繋

等
の
二
経
二
論
二
疏
の
六
文
に
列
ね
、

闇
目
を
以
て
六
度
高
行
具
足
の
妙
法
と
な
し

私
加
一一
会
通
一如
v
時間
二
本
文
六
雄
ν
閥
文
心
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
、
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
。
我
等
受
一一
持
此
五
字
｝
自
然
譲
一一与
彼
因
果

功
徳

等
と
述
べ

、
園
自
の
行
儀
に
依
る
受
持
譲
与
を
明
か

に
し
。
更
に
法
華
の
六
文
と
妙
楽
弘
決
の
『
当
知
身
土
』
〈
本
土
寺
憂
茶
雑
の
讃
文
）

のす
人
を
以
て
十
界
の
成
怖
を
証
し、

『
今
本
地
』
等
の
四
十
五
字
に
依
て
、

一
念
三
千
十
界
常
住
の
意
を
証
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
闇
自
の
行
儀
に
依
て
、
十
界
の
成
側
、
一
ニ
界
仏
国
将
来
ナ
．へ
き
本
尊
、

即
ち
憂
茶
雑
を
明
か
す
に
当
っ
て

此
本
門
肝
心
於
二南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
二
悌
猶
文
殊
薬
王
等
不
ν
付
二
属
之
－
。
何
況
其
巴
下
乎
。
但
刀
n
－一地
涌
千
界
－説ニ
八
口m
－付
ニ属

之
等
と
先
づ
神
力
別
付
の
行
儀
に
寄
せ
七
字
の
題
同
を
明
し
、

更
に
弐
K
本
門
の
本
尊
た
る
憂
茶
羅
を
明
ナ
前
提
と
な
し
。
八
口問
に
依
る
要

法
付
属
の
儀
相
を
以
て
、
直
ち
に
本
門
の
本
尊
た
る
八
口
m
所
願
の
蔓
茶
羅
と
説
き
、
要
法
K
寄
せ
て
そ
の
憂
茶
羅
の
相
を
述
ぺ
て

其
本
尊
為
ν
体
本
向
神
宮
婆
上
室
塔
居
ν

空、

塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
釈
迦
牟
尼
悌
多
宝
仰
、
騨
尊
脇
士
上
行
等
四
菩
薩
、
乃
至
如
v

是
本

尊
在
世
五
十
余
年
無
v
之、

八
年
之
間
但
限
ニ
八
品

等
と
本
師
の
婆
婆
た
る
憂
茶
羅
を
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
全
く
宝
塔
品
に
依
る
、
不
空
の
観
智
儀
軌
の
法
誰
憂
茶
の
儀
相

（
崎
報
八

七

「
両
密
の
法
華
憂
茶
雑
に
就
て
」
参
照

J

に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
若
し
儀
軌
の
芳
三
重
の
中
胎
八
葉
中
の
中
胎
に
就
て
は

胎
上
置
ニ
ギ
観
波
塔
一
於
一
一其
塔
中
一
回
二
釈
迦
牟
尼
如
来
多
宝
如
来
岡
山
陣
而
坐
一

〈
正
蔵
一
九
、

五
九
五
）

と
述
．
へ
、
塔
中
の
両
尊
を
以
て
中
胎
の
悌
身
と
な
ナ
も
、
更
に
入
道
場
の
下
に
至
り
、
突
如
二
尊
の
外
に
決
定
如
来
を
出
し

14… 



失
当
即
諦
－
一
無
量
決
命
決
定
如
来
真
言
一
七
週
、

作
一一
是
念
－
一言
、
願

一
切
有
情
皆
獲
－
一
如
来
無
量
蕎
命
・
、

晃
一一
日
疋
願
一
巳
即
諦
ご
真
一
ず
一
口
一
日

Z
曲
目
印

σ・
ωHU釦
江

B
R印
可
ロ
吋

l
吉
田
口
同

1
5
E加
の
凶
可

ω
l
E］
巾
ロ
円
価
可
｜
汁
俗
芸
印
肉
同

E

E・
0
目
・

E
2白・
l

g目
的

E
「

ω
l
u
h凶
江
田
口
。
仏

E
l
a白押
Hm円
目
印

百

一

目

hwrω1ロ
白

E
1
H）白
1
5
3
1
2同
E

再
修
行
者
毎
日
六
時
、

時
別
諦
ヱ
此
真
言
一
七
週
、
能
延
二
世
帯
命
一
時
減
三
一
人
需
決
定
悪
業
二
獲

得
身
心
軽
安
一
、
離
ニ諸
昏
沈
及
以
慨
怠
一受
ニ
持
此
妙
法
蓮
華
経
－
速
得
二
成
就
－
。

へ
全
上

五
九
六
）

等
と
見
ゆ
る
が
、

先
の
唱
顕
紗
の
構
想
の
本
尊
行
儀
は
、

右
の
儀
軌
の
逆
の
女
矛
で
あ
る
。
今
若
し
開
目
紗
に
於
け
る
末
法
の
行
備
に
就

て
見
る
に
、
諸
文
引
用
中
真
言
に
就
て
は
、
右
の
儀
軌
の
決
定
如
来
の
延
命
真
言
忙
依
ら
や
し
て
、

’
仁
掲
の
如
き
普
侃
…
畏
の
法
華
肝
心
真

言
を
以
で
し
た
と
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
若
し
聖
人
の
本
尊
紗
の
譲
与
段
の
釈
は
真
言
に
替
え
る
閃
果
具
足
の
五
字
を
以
て
ナ
る

も
、
受
持
譲
与
の
釈
は
全
く
儀
軌
の
『
受
ニ
持
妙
法
蓮
華
経
－
速
得
－一成
就
一』

の
釈
と
合
致
す
る
も
の
で
、
唱
題
紗
の
一構
想
は
此
処
に
モ
の

完
成
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
聖
人
が
本
噂
紗
を
当
身
の
大
事
と
遊
ば
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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若
し
蔓
茶
羅
の
中
尊
に
就
て
は
、
蓮
華
三
昧
経
は
、
別
釈
の
方
便
口
m
の
下
に
は
決
定
如
来
を
両
部
不
二
の
大
日
と
な
し
、
需
回
一吾
川
の
下

に
は妙

法
蓮
華
久
遠
英
成
、
本
来
多
宝
塔
中
湛
然
常
住
、
其
名
ニ
無
責
誇
決
定
如
来
二
手
結
一
一
法
界
定
印
－首
有
一三
悌
宝
冠
一、
京
釈
迦
胎
蔵

大
目
、
右
多
宝
金
剛
大
日
、
東
門
上
行
南
門
無
辺
行
西
門
浄
行
北
門
安
立
行
、
東
南
北
門
賢
西
南
文
殊
悶
北
観
音
東
北
禰
勤

（
略
引
）

等
と
述
ペ
’
若
し
台
密
静
然
こ
一
四
一

ー
一
一
五
一ニ）

の
行
林
抄
十
五
の
法
華
法
の
下
に
は
、
観
智
儀
軌
を
以
て
両
部
合
説

の
軌
と
な
し

師
伝
云
、
無
骨
一
一蕎
決
定
如
来
者

即
久
遠
誇回一夜
悌
也
、

即
鰐
迦
也
。
亦
可
v
通
二

切
諸
諸
悌
久
遠
実
成
二
式
々
、

乃
至
、

抑
此
法
本
尊

師
説
不
問
、
或
云
純
量
帯
決
定
如
来
、
或
云
稗
迦
、
或
一京
北
川
賢
。
此
等
之
中
正
所
一
一伝
受
一如
何
。
私
云
師
云
法
花
犬
、U
日
景
茶
羅
意
、
専

以
ニ
釈
迦
－
可
ν
為
一
一
本
尊
一、
所
以
者
何
於
一一法
華
経
一時
二
情
説
教
主
一
。
於
一一
品
芸
誌
維
中
台
尊
六
畳
間
二
此
悌

一求
－一
他
尊
一哉
。

（TK
蔵
七
六
）



等
と
述
べ
、
叉
東
密
の
覚
捕
紗
の
法
華
経
の
下
に
は

師
、主
説
也
、
二
例
共
成
二
毘
慮
遮
那
－
故
、
雌
一三
悌
一
即
日
疋
一
…
仰
也

法
身
悌
故
、
一
切
諸
悌
皆
是
大
日
如
来
也
。

仏
全
四
六
、
六

O
三
）

と
述
べ
、
更
に
法
花
諸
流
の
下
に
は

一
、
塔
法
身
、
多
宝
報
身
、
釈
迦
応
身
也
レ
塔
三
身
即
一
塔
也
、
是
可
ν
知
一
一
本
尊
｝
非
一
三
仏
所
乗
物
一
。

一
、
以
ニ
釈
迦
－用
二
本
尊
－
、

有
三
一
伝
一
一成
只
霊
山
釈
迦
也

叉
大
日
所
変
釈
迦
也
o
t
（
全
上
、
六
一
一
一一一）

と
伝
へ
、
叉
法
花
秘
決
の
下
に
は

或
一
式
加
…
無
蕎
決
定
如
来
者
則
多
宝
如
来
也
。
或
一
五
宝
生
噂
云
々
。

叉
云
阿
繭
陀
如
来
。

此
如
来
者
以
三
釈
迦
多
宝
宜
（
会
身
－
、
号
－－
M
I－
m

寺
決
定
如
来
－
、

即
金
剛
界
自
性
法
身
智
挙
印
大
日
出

乃
至
決
定
如
来
天
台
阿
禰
陀

東
寺
大
日
云

上
、
六
六
六）
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と
述
べ
、
更
に
台
密
の
承
証
の
阿
裟
婆
紗
五
こ
に
は

或
一式
無
量
詩
決
定
如
来
者
釈
迦
報
身
云

々
。
禰
陀
釈
迦
不
審
事
也
。
但
釈
迦
為
v
正
云
々
口
大
原
法
華
決
云
是
釈
迦
顕
本
遠
寺
身
也

u

資

然
将
来
経
者
、
或
一式
二
如
来
法｝
也
。
或
云
ニ
阿
嫡
陀
法
－
也
、
非
ニ
此
如
来
法一

也。

（
仏
金
二
六
、
八

O
一

〕

等
と
は
台
東
両
密
に
於
け
る
法
華
憂
茶
羅
中
尊
の
異
説
で
あ
る
。
随
っ
て
か
L
る
両
密
の
説
異
に
対
し
、
聖
人
は
末
法
法
華
経
専
修
の
行

者
と
し
て
、
是
等
の
謬
解
を
是
正
し
、
経
説
の
如
く
如
法
に
樺
成
せ
ら
れ
先
の
が
聖
人
の
本
門
の
本
尊
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
随
つ

て
本
尊
紗
は
唱
題
紗
の
構
想
を
、
正
し
く
『
事
行
の
五
字
本
門
の
本
尊
』
と
三
秘
の
二
法
K
寄
せ
て
完
成
し
た
も
の
と
い
ふ
・
へ
き
で
あ

る。

（
未
完
）


